
ネットワークエンジニアリング業界における
人材確保及び育成に関する調査結果概要

（2025年度 抜粋）

～入口・育成・地域の観点から見た人材の現状～
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調査の概要と本資料の論点
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ネットワーク人材をめぐる現状を多面的に把握するため、アンケート・ヒアリング等の調査を実施し、
複数の視点から、ネットワークエンジニアをめぐる人材の動向を把握し、整理した

実施したアンケート・ヒアリングのポイント

• エンジニア︓経験・学習・キャリア意識等を把握
• 事業者︓採用・育成・充足状況を把握
• 海外関係者︓国際的な共通点・相違点を把握
• 学生︓ネットワーク分野に関する意識調査

本調査結果では、主に以下のポイントに着目した。

1. 若手・初学者がネットワーク分野に入る入口の見えやすさ
2. 育成機会の業界内での共有・連携の状況
3. 地域や所属組織による学習・成長機会の分布

2025年12月〜2026年1月に実施した 対象者別オンラインアンケートの調査概要©JPNIC

























既存の教育プログラムとその連携状況
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国内の育成機会は、学校教育、ベンダー研修、企業内OJT、コミュニティ活動の4類型に整理できる
国内外には多様な育成機会があるが、段階的に接続する導線は十分に整理されていないとの声が見られた

分類 類型 主な対象 目的・特徴

学校教育における基礎的な情報・ネットワーク教育 高専、大学情報系学部、
情報Ⅰ・Ⅱ、専門学校

学生 ネットワークや情報通信に関する基礎知識を学ぶ段階であ
り、職業教育の入口として機能する。高専や専門学校では
実習を伴うものも多い。

ベンダ資格やトレーニングプログラム ベンダ認定資格、民間・事業
者提供研修

学生、若手技術者、
社会人

実務に直結しやすい知識・技能を体系的に学び、一定の到
達度を資格等で可視化しやすい。

企業内研修やOJTを中心とした育成 新人研修、配属後OJTや育成パ
ス

新入社員、若手社員、中途
採用者

実際の業務を通じて設計、構築、運用、障害対応等を段階
的に習得する。企業ごとの差が大きく、育成の標準化には
ばらつきがある。

業界団体やコミュニティによる勉強会・講習 勉強会、講習会、競技会、イ
ベント

学生、若手技術者、実務者 学校教育や企業内育成を補完し、実務知見の共有、継続学
習、人的ネットワーク形成、業界理解の促進に資する。

既存教育プログラムの類型表
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 高等学校においては、科目「情報I」の中でネットワー
ク技術が扱われる

 情報通信ネットワークの仕組みと役割、通信プロトコルとデータ
通信、情報セキュリティなど

 国立高専では、モデルコアカリキュラム（MCC）と
いう共通のカリキュラムに基づき科目を配置

 私立・公立高専や大学においては、
独自のカリキュラムを設定しネットワーク科目を設置












